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ブックトーク「どうぶつえん」 

 

ねらい 動物園の動物について知るための本、さらに飼育員さんという存在に目を向ける 

対象学年 小学校 1、2、3、4年生 

時期 遠足で動物園に行くとき、または行楽シーズン（GW,秋）などに 

東京書籍『新しい国語 二年下』単元「「どうぶつカード」を作ろう」前後 

所要時間 15分 

紹介する本 『どうぶつえんガイド -よんでたのしい!いってたのしい!-』あべ 弘士/さく・え 福音館書

店 

『キリンのひみつ 飼育員さんおしえて!』池田 菜津美/文 新日本出版社 

１、２年生の場合『きつねのよめいり』松谷 みよ子/さく 福音館書店 

３、４年生の場合『たぬきむかし』よしざわ かずお/ぶん ポプラ社 

 

導入 おはなしの時間を始めます。今日は本を 3冊用意しています。（指を 3本立てながら言う） 

最初に 2冊紹介して、最後に 1冊読み聞かせをします。 

＜遠足がある場合＞ 

さて、なんの本かといいますと…、もうすぐ遠足行事がありますね。どこに行くか知っている人は 

手をあげて。 

（子どもたち、手をあげる。行き先をいう子も） 

そう、天王寺動物園に行きますよね? 

＜遠足予定がない場合＞ 

いろいろなところに遊びに行くのに良い季節になりましたね。皆さんはどこにいきますか?水族

館? 遊園地? …そうですね、動物園、いいですね。 

そこで、動物園に行く前に読んでおきたい一冊、こちらです。 

 

１冊目 『どうぶつえんガイド -よんでたのしい!いってたのしい!-』です。 

表紙でまず、ラクダのこぶ、これはおべんとうなんだということがわかります。 

（ページをめくりながら目次を見せる）この本は目次が 3 ページあって、動物園をまわるみたい

に、自分が見たい動物のところを選んで読むことができます。 

たとえば、キリン、3ページですね。(キリンのページを開く) 

キリンは…（最初の 1節を読む）。とにかく、『なが～い』のがキリンだということが分かりますね。 

（紹介した本を立てて置く） 
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２冊目 動物園で動物たちのことをよくわかっているのは誰だと思いますか?そう、動物の世話をする人、 

飼育員さんですね。 

そこでこちらの本『キリンのひみつ 飼育員さんおしえて!』という本です。 

（ページをめくりながら）さっき紹介した本に、キリンはとにかくなが～い、という話でしたが、ほか

にどんなキリンのひみつが書かれているのでしょうか? 

（14ページを開く）キリンのメスとオスの顔のちがいが書かれていますね。 

（16 ページを開く）キリンの首が長い理由も書かれています。キリンと飼育員さんの 1 日も最後

にまとめられています。 

さあこれで、天王寺動物園でキリンを見たときにオスかメスか分かりますね。 

この本はシリーズもので、飼育員さんから、色々な動物のひみつについて教えてもらうというもの

です。動物のひみつを色々知ると、動物園に行った時もより楽しめますね。この本は、漢字に全部

ふりがなが書かれているので、1年生から読めます。 

分類 4のところにありますので、探してみてください。 

（先ほど紹介した本の隣に立てて並べる） 

 

３冊目 （１、２年生） 

さて、3 冊目は…今と違って昔は動物が生活

の近くにいたので、むかしばなしでも色々な動

物がでてきます。例えば『さるかにがっせん』

や、『桃太郎』…。 

そこで、こんなむかしばなし、『きつねのよめい

り』を読みたいと思います。 

（よみきかせする）10分弱 

今と違って、昔はきつねはみぢかな動物だった

ようで、昔話にもよく出てきます。 

自分でも探してみてくださいね。 

 

（３、４年生） 

さて、3 冊目は…今と違って昔は動物が近くに

いたので、むかしばなしでも色々な動物がでて

きます。例えば『さるかにがっせん』や、『桃太

郎』…。 

そこで、こんなむかしばなし、『たぬきむかし』を

読みたいと思います。 

（よみきかせする）10分弱 

今と違って、昔はたぬきはみぢかな動物で、昔

話にもよく出てきますね。 

他にたぬきが出てくる昔話といえば…『かちか

ち山』とか、ありますね。 

 

結び 自分でも、動物の出てくるお話を絵本のコーナーで見つけて読んでみてください。 

もし、実際の動物のことを知りたいときは、分類 4のところで本を探してみても良いですね。 

今日紹介した本は、『どうぶつえんガイド -よんでたのしい!いってたのしい!-』、『キリンのひみつ 

飼育員さんおしえて!』、それから読み聞かせした本は、『たぬきむかし』（もしくは『きつねのよめ

いり』）です。 

紹介した本のリストが欲しい方は、こちらにありますので、自由に持って行ってください。 

 


